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北海道造形教育連盟委員長

本L幌市立伏見小学校長 船 着 昭 弘

現代社会の特質の一つは、変化と発展の激 しいことで  りました。学んで得た力だけを学力としていました。 し

あります。未来社会の変ぼうについては簡単に予測でき  かし、自ら考え、判断し、行動する子の育成を考えると一

ませんが、現在指導 し支援 している子供たちに、未来社  学ぼうとする力、学ぶ力も学力であるとすることを大事

会で十分能力を発揮 し、新 しい時代を創造できる力の基  にしていかなければなりません。学ぶ力は何かというと

礎を身につけさせなければならない責任があると考えま  学び方であります。学び方というのは、ものを考える力、

す。現在の社会のように、国際化・情報化等が急速に進   ものを表現する力と言えましょう。今までの学力も大切

み、技術革新が高度に発達 した社会においては、新 しい  でありますが、子供たちの興味 。関心・意欲も学力であ

時代を創造できる能力を育成することが教育に期待され  るとふまえておく必要があります。そして、学ぶ力が総

ており、造形教育もまたその一翼を担っているといえま  合されれば、生きて働 く力となります。興味 。関心・意

す。あと数年で21世紀になります。新世紀を我々の手で  欲 。学ぶ力を全部総合 して、それが自己実現に結びつけ

切 り拓いていかなければなりません。 られるようにしていきたいと考えます。

教育では、その対象である子供を実験的に試 して業績   前委員長の鹿嶋健先生が、「今日、造形教育に求められ

を上げることは詐されませんし、失敗 したらやりなおせ  ているものは、生涯にわたって芸術文化に親 しみ、心豊

ばよいというものでもありません。教育においては、そ  かな生活を築くとともに、豊かな感性を培い、柔軟な発

の全過程が本番であり、教師には細心の注意と慎重さが  想力や想像力、鋭敏な直感力を基盤とした創造性や基礎

求められます。子供にとっては、毎日のすべてが発達の  的な造形能力を育成することである。」と述べておられま

過程であることを考えると、子供の成長過程のすべてが  す。私も全く同感です。特にこの中にある豊かな心を大

自己実現のために100%生かされなければなりません。教  事にしていかなければなりません。子供たちが絵を描き、

育に当たる教師にとっては、それを実現させる責任があ  ものをつくる営みの中に豊かな人間性がなければ、豊か

ります。                         な表現には結びつかないと考えるからです。これはまた、

平成2年に “新しい学力観"が登場し、これに基づく“豊  心の豊かさを広げていくことにもつながっていきます。こ

かな学力"の育成が叫ばれています。新 しい学力観の観  の意味で、基礎・基本の中には、心の豊かな人間性とい

とは考え方であり、見方、考え方を新 しくしたというこ  うことも入れて考えていきたいと思います。

とで特に何かの目新しさを求めることではありません。学   そのために、一人一人の子供の個性や創造性を伸ばし、

力そのものには、新 しいものも古いものもないと思いま  その子らしい造形的な創造活動を支援 していく授業の展

すが、学力を身につける考え方を新 しくしようというこ  開を図りながら、授業改善につとめることが重要であり

とです。新 しい学力観ということばが一人歩きして、“学   ます。

力の身につけ方を考えよう"と いう視点がうすれてしま   「豊かな人間形成」を願いとする造形教育の追求をすす

ってはならないと思っています。 め、新しい時代に即 した造形教育の姿を求めつづけたい

今までは、学んだ結果だけを学力としていた傾向があ  と考えます。
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新 しい学力観 と造形教育
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造形教育連盟研究部誌上ミニ講演会

北海道造形教育連盟研究部

☆造形教育を考えるとき、対話したいキーワー

ドに部員の思いを綴っていただきました。とも

に答えを探す旅をしましょう。

(研究部長 菅原清貴)

造形 とあそび   札幌いなずみ幼稚園 柏木 順

子どものあそびには、子どもの生活全般にわたる極め

て広い範囲のものが対象になっています。積み木遊び、

粘土遊び、折 り紙、描画、ごっこ遊び等々。そのほとん

どの遊びの中に、造形要素が含まれており、子どもの自

然な遊びと造形は切っても切 り離せないものになってい

ます。子ども(特 に幼児)に とっては、日常生活のすべて

が遊びであり、成長の場であります。まさに、造形は子

どもの成長に欠かすことのできないものなのです。

造形 ともの・材料  札幌中央小学校 阿部 宏行

私たちはものに囲まれながら生きています。「もの」

に触れて心を動かす、「もの」をつくりだすということ

は、材料 (も の)と 対話することといえます。自分から働

きかけると材料は多くのことを語ってくれます。材料と

触れ合う中で、美しさを発見 しイメージをお、くらませて

いくことです。「もの」に生命を吹き込むのも、私たち

の創造力によるものです。道端の小さな石を顔にみたて

て飾るという何気ない行為の中に造形の原点があり、「も

の」との触れ合いがあります。

造形と環境 札幌宮の森小学校 篠原 寛

「天才モーツヮル トは生まれながらにして音楽の環境

の中で育った」と言われているように、音楽家の家に生

まれた彼は物心つくころから音楽を聞きピアノを習った

そうです。物をつくりだすのも、環境によって大きく影

響されます。子どもたちの生活環境に造形心を刺激する

物がたくさんあればあるほど、美を感 じ、つくりたい、

表現したいという心が育つのではないでしょうか。教室

環境に、学校環境に造形心を刺激する物を仕掛け、子ど

も達の手作 りの作品で飾られると素敵ですね。

造形とイメージ 札幌幌西小学校 桜田 豊

「イメージは忘れた頃にやってくる」というのは、と

んちんかんだが、突然ひらめくことが多いでしょう。そ

して、イメージ(表象)は、曖昧なものです。曖昧なもの

を具体的なものにしていく過程が、創造する醍醐味とも

いえます。造形行為の豊かさは、イメージやものの見方、

感じ方の豊かさと比例 します。子どもたち一人ひとりが、

対象 (主題・材料・活動等)に向かって主体的に造形活動

をするために「イメージする」活動をどのように支援 し

ていくか考えていきたいと思います。

造形 とメデ ィア   札幌附属中学校 岡澤 邦彦

メディア(手段・媒体物)と して新 しく実現可能なもの

としてはコンピューターグラフィックがあります。私も

時々挑戦 していますが、今のところはプリントするより

も、ディスプレーの画面で見ているほうが綺麗です。技

術科では、情報基礎で簡単な図形や絵を描かせているよ

うです。美術科でも作品としての可能性より、発想や技

法のための資料として活用できそうです。今までのメデ

ィアの中にも新 しい発見が続々あり、教材開発は益々お

もしろい段階に入ってきています。

造形と個性 札幌明園中学校 角力山 旭

一人一人のものの感 じ方・見方・考え方が十分に活か

されて、よさや可能性を見い出だす造形学習がされてい

ます。そして、その持ち味が育てられて、かけがえのな

い存在として学習を援助 し、伸ばしていく時にその学習

は「一人一人の個性に応 じた主体的で創造的な方向性」

をとらえています。「造形と個性」は個性豊かな人間を

直接的に育成 していくものであり、この営みは、継続的

に発達の過程を経て動的に且つ深まっていくよう意図し

た援助と学習の保証をしていくことが大切です。

造形と技 札幌三角山小学校 菅原 清貴

これまでの絵の具やクレヨンを使わずに、いろいろな

素材を組み合わせて絵を表現するとします。新 しい素材

も多 く登場するわけですから、様々な新 しい技法が子ど

もたちからうまれ出るはずです。その時、豊かな発想や

柔軟な思考がみ られるものです。その表れを見過ごさな

い誠実で研ぎ澄まされた教師の感性が必要です。また、

子どもが壁を感 じた時、その後ろにどっしりと安心でき

る教師の姿も必要です。『共育』の意味を考え、子と子・

子 と教師 。子 と対象の中に熱 く流れる技を期待 します。

造形と鑑賞 札幌山鼻中学校 小野 泰裕

美 しさとよさを感 じとれる心、と簡単にいっても、極

めて抽象的でとらえどころが難 しいものです。おそらく

それは、人間として最 も大切な感性全てが関わって くる

からで しょう。 もとより、学校で学習することがその全

てではありませんが、美 しいものやよさをすすんで感 じ

とろうとする機会を設定することにより、豊かな心を培

う一助になればと思っています。その心は自らの造形表

現にも生きてくるで しょうし、生活そのものに潤いをも

たらすであろうことを信 じています。

★皆さんは、それぞれのテーマに対してどのような思い

を抱 くでしょう。千歳でそして次の札幌でその答えを見

付ける狩人となり、造形教育の振興に努めましょう。
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「千歳」という北海道でも数少ない「和名」の地名が江

戸時代に命名され今年 190年を迎えます。

それ以前は、支笏湖に名をとどめる「シヨツ」と呼ば

れていました。

現在の千歳市は、世界を結ぶ空の玄関の街、そして美

しい自然に恵まれ、たくましく発展を続ける人の交流と

物流の盛んな街です。

会場校のある泉沢向陽台は臨空工業団地の開発と共に

新 しい住宅団地として拓かれました。

西に樽前山と風不死岳、南に勇払原野、東に臨空工業

団地と千歳空港、千歳市街や夕張連峰、そして北に豊か

な森や林が広がっております。

向陽台小学校は昭和 57年の開校、向陽台中学校は、昭

和 62年の開校で、地域に根ざす学校をめざして歩んでき

ました。

メイン会場の向陽台小学校は開校以来「花と小鳥と緑

の学校」をテーマに子どもたちが中心になって活動をし

てきました。 平成 5年度から千歳市学校課題研究指定校

となり、図工科を取 り上げ造形活動を中心に実践研究を

推進 し、今研究大会に合わせて研究指定校の発表をする

ことになっています。

また向陽台中学校は石狩管内教育研究会学校課題研究

発表校として「表現力の育成」にすぐれた実践成果を挙

げた点が認められ、平成4年度石狩管内教育実践奨励表彰

の受賞校となりました。

第45回全道造形教育研究大会 いしかり'95千歳大会

∬
開催地 “千歳市・会場校"の紹介

歓 迎

水と緑、サケの応、るさと千歳の地へ

いしか り'95千歳大会のアピールポイン ト

1,い しかりの力の結集、を合い言葉に !

第 25回江別大会(昭和 50年)以来 20年間、石狩が組織

的に積み上げてきた実践研究を、今回の千歳大会を機会

にまとめや整理をしたり、今日的な課題に視点をあてて

新たな試みを加え、広がりを見出す取 り組みに仕組んで

結集を図って参 りました。

本研究主題の「豊かな心」と「確かな力」を 2日 間の大

会すべてにちりばめ、輝かせていこうという意気込みを

少 しでも感じとっていただければ幸いです。

2.子どもの思 いが生 き生 きと

あ らわれる授業 を !

研究部を中核に、数回にわたる授業研究会や指導案の

研修を重ねてきました。 子どもとのすべての関わりがあ

ってはじめて題材が生まれ、一人ひとりの思いを造形の

営みに展開 。発展させていくことが出来るということを

学びとりました。

子どもの「夢とよろこび」のひろがる「題材」と、「素

材活用の創意 。工夫」、「選び」「見立てる」等主体的活動

をおおいに盛 り込み、それを造形意欲に高める教師の支

援と指導の内容をかなり吟味しました。

子どもの成長と発達に沿うことと感性を高め、広がり

への体験をもつことを通して「豊かな心」「確かな力」を

育む造形学習に迫るべく授業者 。研究部員が、一丸とな

って取 り組んでおります。

全道の皆様との交流でさらに課題解明への手がかりを

得ていきたいと願っている次第です。

特に今回、ダイナミックな造形遊びを試行する「学年

合同授業」に取り組み公開致します。 一つの問題提起と

して行う合同授業ですので、今後の指導のあり方の研究

に役立てていければ有難いと考えています。
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3.音 と映像 を使 つた全体会・ 分科会の提言 に !

日程的に内容が盛り沢山の感が致します。 限られた時

間。空間のなかで少 しでも中身の豊かさと濃さを生む工夫

としてビデオの映像を活用する努力を加えたところです。

特に新たな

機能を取 り入

れたものでは

ありませんが

大会全体の働

きの中で意味

合いをもたせ

ていければ良

いと考えてい

ます。

参考になる

ご意見をいた

だきたいと思

います。

4.ち ょっとだ け体験 (?)し た くなる、

チ ャレンジエ房へ !

フレッシュな造形の基礎体験というち、れこみで参加者

に楽 しんでもらおうという企画です。

5つの工房を用意 しました。

マルチメディア、版画印刷、アニメ、アクセサリー、ペー

パーの各工房です。 なかでもマルチメディアエ房は映像

の新機種を備え、図工・美術に楽しく活用できる新 しい

機能を使った体験が出来るものです。

気軽に多勢が参加 してくれることを望んでおります。

5.造形連盟全道各地区の掲示コーナーの設置

造形連盟各地区のネットワーク化構想の手始めとして

呼びかけ、全体会場 (講堂)の壁面を使用 して掲示致 しま

す。今回は 10地区が参加 しますのでそれぞれの特色ある

動きや状況を知ることができるように思います。

6.ジ ョッキー生ビールとティーチャーズバン ド

のある歓迎レセプションで親善交流を !

キ リンビール千歳工場内のガーデンハウスで、収容座

席 200名です。お互いにおおいに交流を深め合う盛 り上

が りを期待 したいと思います。

市内案内図

もヽ し か り
'95 

■
■
,証メこ会暮罫]傷涯ラ (問 い合わせ・参加申し込み先)

〒066 千歳市栄町 4丁 目33

千歳市立千歳中学校

事務局長 吉田 英夫

大会参加費

昼 食 代

レセプション参加費

さけの方、るさと館の入館料

3,500円

750円

4,000円

640円
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1995.6.19

出席者 伊藤 恵、長谷川 偉、森川 昭夫、佐藤 吉五郎、金井 秀男  司会 広報部

連盟報 100号記念座談会

司 会 本 日はお忙 しい中ありがとうございま した。現

在 も社会人、大学生、幼児の教育に携わっておられる

意味で「現役」の方々にお集まりいただき、指導の構

築が生まれたころの草創期、札幌での全国大会が行わ

れた転換期の様子、これからの造形教育に望むことを

お聞かせいただけたならと思います。

伊 藤 連盟の発足は、評論社のワーク作 りで人がかき

集められ、野村さん、新妻さん、和田さん、赤石さん、

砂子さんとぼ くが参加 した。

長谷川 あの時、連盟の考えをまとめ、材料の抵抗など

素材について話 し合 った。

金 井 研究らしい研究が始まったのが、30年代だった。

連盟の発足は、教育の地方分権の時代で、あのころは、

指導要領に拘束されていない時代だったので、各都道

府県でそれぞれの教科書作 りが盛んだった。連盟は副

読本づ くりを通 して勉強 してみようと始まった。その

うち民間の思想、特に「創美」の影響をうけ、それに

反応 したのが長谷川先生だった。

長谷川 僕が共鳴 したのは、子供の発想や考えを大切に

したら、どういうカ リキュラムが編成されるかという

ことにひかれたんだ。

金 井 創美華やかな時で、週刊朝日の表紙に子供の絵

がたくさん載 り、現場 も影響された。

長谷川 「指導の構築」ができて全道的に授業の体系がで

きたが、子供はその体系の中に追い込まれる結果にな

った。

金 井 このころ教科書会社が宣伝効果をねらい、画家

や教育者などを呼んだ。地方啓蒙時代だった。

伊 藤 研究会の講演を聞きに来た人が、師範の講堂で

写生を行った。授業は附属に行ってね。指導は偉い人

がきて説明 したが、みんなさっぱりかけなかったな。

長谷川 僕 らがあんまり惨めだったので三和銀行の会議

室で裸婦のデ ッサ ン会をやって くれた。

金 井 今で言えばバザーだね。スポンサーが著名な人

を呼んで、それに併せて思想が入って来た。だけど子供

ってどうなんだということで科学的に子供を調べてみ

ようということになったのが、能力体系表に入る前だ

った。指導の構築に入る前に能力体系表があったんだ。

伊 藤 その前に連盟の内容的なことではなく、地方の

先生を集めて研修会と称 し研究発表会を行った。その

時「感動源」 という言葉でみんなをびっくりさせたの

が金井先生だった。
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金 井 連盟の総会は、研修会であった。午前中は、研

究発表だった。

伊 藤 全道から研究物をもって来て発表 したんだ。「感

動源」はよくわからなかったけど (笑い)金井先生の

絵にはびっくりした。そのうちにいつの間にかなくな

った。

長谷川 それで基盤を作ろうということになり東書に集

まって連盟の考えを煮詰めて言った。

伊 藤 それがね指導の構築の前だった。2年 くらい続い

た。立役者が伊藤将夫さんだった。そして高橋栄吉さ

んがおだてられてみんなが話 していることを次々と表

に書いていった。

金 井 あれは美学的発想を子供たちがどう獲得 しいく

のかという発達の問題だった。その側面は、教育学的

発達ではなく心理的発達だった。それで分析を始めた。

その中で伊藤先生がいった「作用」ということが話題

になった。どういうお、うに物が作られていくかという

考え方なんだよね。だから能力表はクラフ ト的なもの

から入っていた。

司 会 全道から集まり研究発表をしたのは、何年 ぐら

い続いたのですか。

伊 藤  3年か4年程だったと思うけど。

長谷川 夏休み帳などの編集委員会に移行 していったた

めに、研究発表したのを評論社が集めることになった。

司 会 伊藤将夫先生中心として他にどのようなメンバー

でしたか。

伊 藤 連盟の研究部全員だった。連盟は人数が20人程

しかいなかったので、全員研究部だった。

森 川 室蘭で指導の構築の話をしたら、分かんないっ

て言われてね。

伊 藤 分からないって言われるとこっちも分からなく

なってね。

長谷川 結局、美 しさを楽しんでいるような心理的背景

から出ていった考え方に一つの体系を作ろうとしたが、

形ができあがってしまったら、縛られてしまい、連盟

が動けなくなってしまった。

金 井 能力表を作った時は分析だった。でも指導は分

析でできるはずがなかった。そこで能力を統合 して学

級経営を基盤として子供のあるべき姿を目標をもって

能力表を使いながらどう学習内容を作っていこうとい

うのが構築の考えだった。

長谷川 図工連盟が造形連盟になった意図は、造形させ
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るための体系を作る事だった。でも形を作ることに先

走り、子供が何を訴えているかが表面に出なくなった。

金 井 みんな燃えたことは確かだった。お互いすべて

をさらけ出してがんがん批評 した。実践に裏打ちされ

た実証主義だった。傷ついた人もいた。

司 会 指導の構築のころから全国大会までの様子をお

聞かせいただきたい。

佐 藤 当時図工科に科学的な見方を取り入れて処方せ

んみたいなものを作って表にした。それが、他教科の

先生に図工は特殊な先生がやるんじゃないという意識

を生む役割を果たしたと思う。

長谷川 だから、全国大会で一般の先生が授業 して全国の

先生をあっと言わせようとしたのが39年の大会だった。

佐 藤 構築ができて実践の伴った発表をしたことは、当

時として非常に大きな成果だった。

金 井 経験主義の反動から系統主義が始まってそれに

ぴったリー致 した。それで、指導要領も分析的になっ

てきた。

長谷川 表を送ってと全国各地から随分言われた。あの

時、心理的背景を研究 していたのが日本心理学会の石

井さんで、心理的葛藤の色々なパターンを作って研究

していた。でも美術の方ではやっていなかった。

金 井 石井先生は、美術教育の特色を取り入れて、児

童分析に取 り組んでいた。

長谷川 発想源がどのように揺さぶられているのか、自

分の皮膚を通 じてどのように内面を刺激しているのか、

泥んこ遊びの値打ちは何かなどが基本になっていた。

伊 藤 感動源って今でも本当だと思う。子供の感動を

教師がわきのほうで待っているのではなく、先生が感

動することで共鳴するんだ。とにかく先生は、ささい

な事にでも感動できる人でなければだめだ。感動する

と意味付けが考えられるということではないかな。意

味の発見ができなければ感動は生まれないだろう。

金 井 感性の問題を教育的に意味付けて押 し付けるの

ではなく、意味付けて自分の指導というものに発揮さ

せていくことなんだ。今、感性と支援といっている。支

援を助言、激励、効果的指示などといっているが、支

援の中にある教育的課題が本当の意味での支援なんだ。

だから、教師が課題をもたないと子供は伸びるはずが

ない。教師の資質として、共感と共鳴が必要だ。それ

を思想として自分に位置づけられる力がないと他人の

借り物になってしまう。思想だけに頼らずいつも共鳴

と共感を探 りながら自分の物の考え方を変えていく努

力をしないと、子供を変えることはできない。大人が

作った定規で子供を操作 してきたんだが、物を造るこ

との原点を探ることが大切であり、そこに必要なのが

感性なんだ。もっと大きな意味で構築が始まらなけれ

ばならない時期なんだ。

長谷川 新能力体系表をつくる時期だね。他教科を支え

るためという発想に立って、発見 して感動する、それ

をどう伝えるかという伝達の好き嫌いという能力を育

てるべきだね。

伊 藤 孫の姿を見て思ったんだけど、子供って先生が

感動すると感動 しなくちゃと言う気持ちにさせられる

のではないかな。

佐 藤 感動すると気持ちが動 く。すると物の見方、考

え方が少 し変化する。でも、一斉に感動するわけでな

く、感動の仕方も違う。子供たちが困っているのは変

化の混乱というか毎日が変化 している。だから、今は

やっていることと文化の継承をどう取り込むのかで見

分ける目を将来に向けて育てることを考えると、本物

に接する機会を多くしてあげることが大切だ。(っづく)

第22回 Jヒ海道教育美術展
北海道教育美術展は、入選 した子どもと父母はもちろん、

多くの人が鑑賞に訪れます。子どもたちのつくりだす夢や願
いや感動がこめられた作品を指導の参考資料にとカメラ持参
で訪れる先生も年々多くなっています。北海道の美術教育の

方向を示すイベントとして定着 しています。

また、新 しい表現の作品についても検討され、次のような

基準で半立体作品も取 り上げられています。

会期 平成 8年 1月 11日 (木)～ 16日 (火 )

・積み重ねてもつぶれない、かさばらないこと。

・接着が強固ではがれないこと。
。画鋲で展示が可能な重量であること。

子どもたちの声が聞こえてくるような作品を期待 していま

す。また、日常の学習で取り組まれた作品を多数応募 くださ

いますよう、ご案内申し上げます。

応募〆切 平成 7年 12月 16日 (土)       審査 奨励賞 100点、入選700点
送 付 先 〒064 本L幌市中央区南 18条西 15丁 目 札幌市立伏見小学校内 容011-551-2771

北海道教育美術展係宛
問合わせ 本L幌市立自石小学校 田口 和男  8011-861-9265
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使いやすく、安心なポリチュープ入りで■

●使いやすいポリチュープに入つたマツト水彩絵の具は厚<
ぬると不透明調、うす<ぬると透明調の絵が楽しめます。

●マツト水彩絵の具は、粒子が細か<、 練りが均一ですから、

のびがよ<、 混色、重色も容易で、変退色もしに<<なつ

ています。

●パッケージはコンパクトで丈夫な貼り箱仕様です。

●マツト水彩絵の具は、日本・アメリカ・ヨーロッパの厳し

い基準をクリアーしており安出してお使いいただけます。

(」 IS・ APoCEの各マークを表示しております。)

※同シリーズで他には12色・15色・18色ガございます。

●サクラ マット水彩12色 (12mDポ リチュープ入

EMW12PT
¥1,000

●サクラマット水彩15色 (12mDポ リチュープ入

EMW15PT
¥1.300

0サクラ マツト水彩10色 (12mDポ リチュープ入

EMW10PT
¥1,650

國目 凧 鮒 サ ワ ラ ワ げ ス 側 蜘 0っ 563-引 御 0札 嚇 中央区南4麺 13丁ロト 26

あ  と が  き

100号記念座談会はしだいに当時を街彿させる熱気につつまれ、予定の時間はまたたく間に過ぎてしまった。紙面

も増ページでしのぎました。縮めたところは意を汲んでください。VTR記録にとれたことは貴重です。

坂木 武 (幌南小)益 村 豊 (山鼻南小)今 裕子 (真駒内緑小)伊 藤 尚(米里中)毛 馬内國夫 (桑園小)
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